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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第37期

第３四半期
連結累計期間

第38期
第３四半期
連結累計期間

第37期

会計期間
自　2021年７月１日
至　2022年３月31日

自　2022年７月１日
至　2023年３月31日

自　2021年７月１日
至　2022年６月30日

売上高 (千円) 5,461,721 4,207,946 7,434,287

経常利益又は経常損失(△) (千円) 108,457 △587,527 175,774

親会社株主に帰属する当期純利
益又は親会社株主に帰属する四
半期純損失(△)

(千円) △1,430 △646,803 45,337

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 25,190 △647,137 100,357

純資産額 (千円) 6,437,017 5,865,048 6,512,185

総資産額 (千円) 11,007,095 10,663,431 11,410,350

１株当たり当期純利益又は１株
当たり四半期純損失(△)

(円) △0.05 △23.41 1.64

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 58.5 55.0 57.1
 

 

回次
第37期

第３四半期
連結会計期間

第38期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年１月１日
至　2022年３月31日

自　2023年１月１日
至　2023年３月31日

１株当たり四半期純損失(△) (円) △2.88 △6.52
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．第37期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

第２四半期連結会計期間において、当社は2022年12月12日に株式会社PF・BioLineを合弁会社として設立したことか

ら、関連会社に含めております。

この結果、2023年3月31日現在では、当社グループは、当社、子会社４社（連結子会社４社）及び関連会社１社によ

り構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内においては新型コロナウイルス感染症「COVID-19」の拡

大に終息の兆しは見えつつあるものの、世界的にはウクライナを取り巻く情勢の長期化やインフレの継続、中国の

景気減速等がグローバルな経済活動に影響を与えており、依然として経済状況につき予断の許さない状況が続いて

おります。

このような状況の中、当社グループはバイオ関連業界において、血液や組織細胞などの検体から遺伝子(核酸)を

抽出するための自動化装置(DNA/RNA(核酸)の自動抽出装置)を中心として、遺伝子研究の現場に対し様々な自動化装

置を事業展開してまいりました。また、遺伝子の抽出技術に増幅・測定技術を組み合わせた全自動PCR検査システム

を開発し、これまでの研究開発分野に加えて病院や検査センターなどの臨床診断分野も対象として販売を開始して

おります。更に、装置の使用に伴い消費される試薬(DNA/RNA(核酸)抽出及びPCR検査用)や反応容器などのプラス

チック消耗品の販売にも注力いたしました。

これら製品は、世界的な販売網を有するバイオ関連業界の大手企業との契約によるOEM販売(相手先ブランドによ

る販売)、国内及び欧米子会社を通じた自社販売により、ワールドワイドに事業展開しております。

 
当第３四半期連結累計期間は、売上高は4,207百万円(前年同期比23.0％減)、売上総利益は1,294百万円(前年同期

比30.9％減)の結果となりました。自社ブランド製品である全自動PCR検査装置及びそれに付随する専用の試薬・消

耗品の販売は順調に推移したものの、主としてコロナ禍の終息の兆しに伴う影響により海外販売が減少したこと

と、日本国内におけるPCR試薬(COVID-19検査用)の保険点数見直しの影響により、前年同期比減収減益となりまし

た。

一方、費用面においては、研究開発費は製品応用開発費用の一巡もあり281百万円(前年同期比21.3％減)と減少し

ましたが人件費の増加等により、販売費及び一般管理費は1,841百万円(前年同期比4.8％増)となりました。これら

の結果、営業損失は△546百万円(前年同期の営業利益117百万円)となりました。また、経常損失は△587百万円(前

年同期の経常利益108百万円)となり、更に固定資産の減損などにより、親会社株主に帰属する四半期純損失につき

ましては、△646百万円(前年同期の親会社株主に帰属する四半期純損失△1百万円)となりました。

 

EDINET提出書類

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社(E02338)

四半期報告書

 3/19



 

売上構成は、次のとおりであります。

（構成別売上高）

 

 

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間 対前年同期

増減率

(参考)
前連結会計年度

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

 百万円 ％ 百万円 ％ ％ 百万円 ％

装置 2,212 40.5 1,546 36.7 △30.1 3,042 40.9

試薬・消耗品 2,563 46.9 1,977 47.0 △22.8 3,345 45.0

メンテナンス関連 481 8.8 297 7.1 △38.2 777 10.5

受託製造・受託検査 203 3.7 386 9.2 89.4 269 3.6

合計 5,461 100.0 4,207 100.0 △23.0 7,434 100.0
 

 
①　装置

当第３四半期連結累計期間は、売上高は1,546百万円(前年同期比30.1％減)となりました。詳細は以下の通りと

なっています。

 

(a) ラボ(研究室)自動化装置

従来より事業展開しているDNA/RNA(核酸)の自動抽出装置を中心としたラボ向けの各種自動化装置の販売に関

する区分であります。当第３四半期連結累計期間は、売上高は614百万円(前年同期比37.0％減)となりました。

 

(b) 臨床診断装置

当社の事業領域として、遺伝子を利用した臨床診断分野が拡大しています。従来の研究開発分野に加えて、

この分野の拡大に注力していきたいと考えています。

当第３四半期連結累計期間は、売上高は932百万円(前年同期比24.7％減)となりました。

 
②　試薬・消耗品

当区分は、当社装置の使用に伴い消費される、核酸抽出及びPCR検査用の試薬や反応容器などの専用プラスチッ

ク消耗品の区分であります。

当第３四半期連結累計期間は、売上高は1,977百万円(前年同期比22.8％減)となりました。

 
③　メンテナンス関連

当区分は、装置メンテナンスやスペアパーツ(交換部品)販売などの区分であります。主要なOEM先は、OEM先が

自社でメンテナンス対応しておりますが、スペアパーツは当社から購入する契約となっております。

当第３四半期連結累計期間は、売上高297百万円(前年同期比38.2％減)となりました。

 
④　受託製造・受託検査

当区分は、子会社の製造工場であるエヌピーエス㈱が実施している、当社以外の外部からの受託製造事業の区

分及び当社受託検査の区分であります。

当第３四半期連結累計期間は、売上高は386百万円(前年同期比89.4％増)となりました。
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財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は10,663百万円となり、前連結会計年度末に比べて746百万円の減少とな

りました。主な要因としては、受取手形、売掛金及び契約資産の減少により流動資産が453百万円減少、機械装置及

び運搬具等の減少により固定資産が293百万円減少いたしました。

負債合計は4,798百万円となり、前連結会計年度末に比べて99百万円の減少となりました。主な要因としては、短

期借入金等の流動負債が286百万円減少、長期借入金等の固定負債が186百万円増加いたしました。

純資産合計は5,865百万円となり、前連結会計年度末に比べて647百万円の減少となりました。

 
(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

有価証券報告書(2022年９月30日提出)の記載から重要な変更又は新たな発生はありません。

 
(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費は281百万円(前年同期比21.3％減)となりました。当第３四半期連

結累計期間において、当社グループの研究開発活動について、重要な変更はありません。

 
 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結などはありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 68,480,000

計 68,480,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年５月15日)

上場金融商品取引所名又は登録認可金
融商品取引業協会名

内容

普通株式 27,666,900 27,666,900
東京証券取引所
グロース市場

単元株式数
100株

計 27,666,900 27,666,900 ― ―
 

(注)　提出日現在の発行済株式のうち116,700株は、譲渡制限付株式報酬として自己株式を処分した際の現物出資(金

銭報酬債権 71,537千円)によるものであります。

 
 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年1月1日～
2023年3月31日

― 27,666,900 ― 4,643,722 ― 13,833
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2022年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
 

普通株式
 

35,500

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

 
27,621,600 276,216 ―

単元未満株式
普通株式

 
9,800 ― ―

発行済株式総数 27,666,900 ― ―

総株主の議決権 ― 276,216 ―
 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」及び「総株主の議決権」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が

　　　　 1,600株(議決権 16個)含まれております。

   ２．「単元未満株式」の欄には、自己株式 15株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

(自己保有株式)
プレシジョン・システム・
サイエンス株式会社

千葉県松戸市上本郷88番地 35,500 ― 35,500 0.13

計 ― 35,500 ― 35,500 0.13
 

(注)当第３四半期会計期間末の自己株式数は35,515 株であります。

 
 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年１月１日から2023年

３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年７月１日から2023年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＯＡＧ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社(E02338)

四半期報告書

 8/19



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,763,500 2,939,881

  受取手形、売掛金及び契約資産 1,692,624 892,070

  商品及び製品 816,449 1,161,451

  仕掛品 110,494 190,355

  原材料及び貯蔵品 904,714 901,563

  未収消費税等 499,834 202,660

  その他 210,266 250,567

  貸倒引当金 △7,990 △2,397

  流動資産合計 6,989,894 6,536,153

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,166,716 2,115,611

   機械装置及び運搬具（純額） 1,007,686 853,578

   工具、器具及び備品（純額） 233,337 184,071

   土地 229,938 229,938

   リース資産（純額） 5,152 4,324

   建設仮勘定 188,307 175,792

   その他（純額） － 9,620

   有形固定資産合計 3,831,138 3,572,935

  無形固定資産   

   ソフトウエア 419,866 367,827

   無形固定資産合計 419,866 367,827

  投資その他の資産   

   投資有価証券 37,440 88,440

   繰延税金資産 41,223 4,761

   その他 90,788 93,313

   投資その他の資産合計 169,451 186,514

  固定資産合計 4,420,456 4,127,277

 資産合計 11,410,350 10,663,431
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 404,730 424,107

  短期借入金 1,100,000 800,000

  1年内返済予定の長期借入金 247,398 361,511

  未払法人税等 25,752 7,936

  賞与引当金 63,355 36,445

  その他 376,575 301,269

  流動負債合計 2,217,812 1,931,269

 固定負債   

  長期借入金 2,672,058 2,855,515

  長期未払金 3,842 2,825

  繰延税金負債 － 992

  その他 4,452 7,780

  固定負債合計 2,680,352 2,867,112

 負債合計 4,898,165 4,798,382

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,643,722 4,643,722

  資本剰余金 1,154,184 1,154,184

  利益剰余金 731,691 84,888

  自己株式 △23,317 △23,317

  株主資本合計 6,506,280 5,859,477

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 5,904 5,570

  その他の包括利益累計額合計 5,904 5,570

 純資産合計 6,512,185 5,865,048

負債純資産合計 11,410,350 10,663,431
 

EDINET提出書類

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社(E02338)

四半期報告書

10/19



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

売上高 5,461,721 4,207,946

売上原価 3,586,880 2,913,062

売上総利益 1,874,840 1,294,883

販売費及び一般管理費 1,757,067 1,841,574

営業利益又は営業損失（△） 117,773 △546,690

営業外収益   

 受取利息 32 337

 仕入割引 2,952 4,033

 持分法による投資利益 － 0

 為替差益 20,738 －

 補助金収入 500 820

 その他 706 3,526

 営業外収益合計 24,930 8,718

営業外費用   

 支払利息 27,396 30,587

 為替差損 － 12,572

 支払手数料 6,849 6,394

 営業外費用合計 34,246 49,554

経常利益又は経常損失（△） 108,457 △587,527

特別利益   

 固定資産売却益 136 －

 特別利益合計 136 －

特別損失   

 固定資産売却損 － 0

 減損損失 － 10,612

 固定資産除却損 7,272 2,148

 特別損失合計 7,272 12,761

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

101,321 △600,289

法人税、住民税及び事業税 36,575 9,482

法人税等調整額 66,176 37,031

法人税等合計 102,751 46,514

四半期純損失（△） △1,430 △646,803

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,430 △646,803
 

 

EDINET提出書類

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社(E02338)

四半期報告書

11/19



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

四半期純損失（△） △1,430 △646,803

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 26,620 △334

 その他の包括利益合計 26,620 △334

四半期包括利益 25,190 △647,137

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 25,190 △647,137
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(持分法適用の範囲の重要な変更)

第２四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社PF・BioLineを持分法の適用の範囲に含めておりま

す。

 
(会計方針の変更)

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価

算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針

第27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわ

たって適用することとしております。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

 
(追加情報)

(グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用)

当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移

行しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グ

ループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12

日。以下「実務対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づ

き、実務対応報告第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

 
(海外への資金流出)

第２四半期連結会計期間において重要な後発事象として記載していた、悪意ある第三者による虚偽の指示に

基づき海外へ資金を流出させた事態について、引き続き解決に向けて対応中です。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

減価償却費 377,324千円 468,280千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

1.配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
1株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年9月28日
定時株主総会

普通株式 138,334千円 ５円00銭 2021年6月30日 2021年9月29日 資本剰余金

 

 
2.基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

 末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

3.株主資本の著しい変動

　当社は、2021年９月28日開催の第36回定時株主総会の決議に基づき、資本準備金の額を減じ減少した額の

全額をその他資本剰余金に振替えるとともに、その他資本剰余金の一部および利益準備金の全額を取り崩し、

それらを繰越利益剰余金に振替えることにより欠損の補填に充当しております。また、その他資本剰余金を

原資とする配当を実施しております。

　また、当社は、2021年８月13日開催の取締役会決議に基づき2021年10月に当社普通株式152,100株を取得し、

更に2021年10月７日開催の取締役会決議に基づき2021年11月５日付にて譲渡制限付株式報酬として自己株式

116,700株を処分致しました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が1,154,184千円、利益剰余金が684,923

千円及び自己株式が23,317千円となっております。

 
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　2022年７月１日　至　2023年３月31日)

1.配当金支払額

　該当事項はありません

 
2.基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 
3.株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、自動化システムインテグレーションサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。
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 (収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社グループの顧客との契約から生じる収益を製品分類毎に分解した情報は以下の通りであります。

 
　前第３四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　(単位：千円)

製品分類 顧客との契約から生じた収益

装置　ラボ(研究室)自動化装置 975,238

装置　臨床診断装置 1,237,484

試薬・消耗品 2,563,396

メンテナンス関連 481,749

受託製造 203,851

合計(外部顧客への売上高) 5,461,721
 

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　(単位：千円)

製品分類 顧客との契約から生じた収益

装置　ラボ(研究室)自動化装置 614,164

装置　臨床診断装置 932,199

試薬・消耗品 1,977,674

メンテナンス関連 297,718

受託製造・受託検査 386,189

合計(外部顧客への売上高) 4,207,946
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2021年７月１日
　至　2022年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日
　至　2023年３月31日)

(1) １株当たり四半期純損失(△) △0円05銭 △23円41銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純損失(△)(千円) △1,430 △646,803

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
 (△)(千円)

△1,430 △646,803

 普通株式の期中平均株式数(株) 27,634,522 27,631,402

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － －

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

 普通株式増加数(株) － －

 希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、
前連結会計年度末から重要な変動があったものの概要
 

－ －

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 
2023年５月15日

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社

取締役会　御中

 
ＯＡＧ監査法人

東京都千代田区
 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 今　　井　　基　　喜  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 池　　上　　敬  

 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプレシジョン・

システム・サイエンス株式会社の2022年７月１日から2023年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(2023年１月１日から2023年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年７月１日から2023年３月31日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プレシジョン・システム・サイエンス株式会社及び連結子会社の

2023年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
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られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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